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c o n t e n t s

三遠南信地域イベントカレンダー  祭・催事 

アクセスガイド 
 
観光インフォメーション お問い合わせ先 
 
三遠南信地域が目指す姿 

ひがしみかわ えんしゅう 

みなみしんしゅう 
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大正～昭和初期  豊橋  広小路大通り 

帆掛け舟 

昭和30年代初め 浜松 

昭和44年 豊橋駅前 

明治中期 とよばし 



1900年（明治33年）頃の玉糸製紙 
糸徳工場内部（豊橋） 

昭和5年 東洋紡 浜松工場 昭和初期の飯田 

明治29年7月 帝国製帽株式会社（浜松市砂山町） 大正3年 鈴木自動車工業株式会社 



国特別史跡。正式には「今切関所」といい、慶長５年
に設置された。全国で唯一現存する関所建物。 

御油宿西端から赤坂宿東端までの約600メートル（275
本）にわたり、樹齢300年以上の松が多く残った松並木。
東海道中膝栗毛の中で、弥次さん喜多さんがキツネに
化かされたという場所。 

遠州から東三河地域には袋井・見付・浜松・舞
阪・新居・白須賀・二川・吉田・御油・赤坂な
どに宿場が設けられ、江戸や京、大坂の物資や
人、文化の交流に大きな役割を果たした。 

1715～ 16年（正徳５～６）頃の建築で、旧
屋号を鯉屋と称す。間口９間、奥行き 23
間ほどの大旅籠であり、広重の描いた浮世
絵の面影を色濃く残している。東海道筋で
唯一現在も営業を続けている旅籠。 

江戸時代の東海道の脇街道の一つ。 
当時のメインストリートには、峠や川
越えなどの難所、厳しい関所があった。 東海道と並び延喜の官道（古代の７つの道）

の一つであり、当時の奥羽開拓のための重
要な交通路であった。現在の中央自動車道
の神坂パーキングエリア付近から、阿智村
を通り天竜川を遡上するルート。全国に多
くある街道の中でも、唯一原型らしきのも
のをとどめている。 

飯田市千代と遠山上村を結ぶ峠。秋葉
街道の脇道の一つとして、峠を越えた
先は飯田市松尾で中馬街道と交わる。
小川路峠は標高1645メートルの峠。 

H i g h w a y r o m a n c e

東海道の見付宿から浜名湖の北側を通り本坂峠を
越えて御油へ抜ける東海道の脇街道。新居宿は取
り締まりが厳しいことで知られ、それを嫌った女
性が多く利用したことから、姫街道の名がついた
といわれている。 

三州街道飯田八幡宿を基点として、遠山郷を経て
火の神さま秋葉神社の参拝に使った信仰の道であ
った。遠信古道は縄文時代からの塩の道といわれ
る。 

秋葉街道と並ぶ太平洋側の「塩の道」として有名。
江戸時代には通商の道として盛んに利用された。
東海道の岡崎宿から三河足助を経由して飯田から
伊那谷を抜けて中山道の塩尻宿とを結んでいた。
別名伊那街道、飯田街道、中馬街道ともいわれる。 

歌川広重画  東海道五十三次 

東山道 

姫街道 

東海道 
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地元ＮＰＯが廃校を利用して「花祭り」
の貴重な映像や祭具を展示しています。
写真展では、竹内敏信氏の「花祭」の
作品をご覧いただけます。 

花祭りの面・衣装・祭具・古文書の展
示や、映像資料を用いてわかりやすく
紹介する施設です。 

東三河地方発祥の花火で、五穀豊穣、無病息災、
家運隆盛、武運長久を祈り受け継がれた手筒花火
は奉納者自らがその製造から放揚までの全工程を
手作りで行う数ある花火の中でも特異な東三河の
伝承文化。 

吉田神社境内で手筒花火約300本、豊川河畔で打ち上げ花
火約12,000本を奉納。夜空を彩る勇壮な花火は、天空にひ
そむ悪霊を吹き飛ばす最良の方法と伝えられている。豊橋の
夏の風物詩として親しまれている。 

霜月神楽。両部神道による湯立祭りで、清和天皇の
貞観年中に宮廷で行われていた催事を模した湯立が、
ほぼ原型のままで伝承されているといわれている。国
の重要無形文化財に指定。 

天龍村の向方（むかがた）、坂部（さかべ）、大河内（お
おこうち）の各地区で行われる祭りを総称して、
天龍村霜月神楽という。国の重要無形民俗文化
財に指定される。 
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秋葉神社・秋葉寺で行われる伝統
の火祭り。浜松市春野町の秋葉山
（標高866メートル）は、古代から
信者がこの山を目指し、その道が
「秋葉街道」と呼ばれ、今も県内外
から多くの参詣者を集めている。 

東三河伝統の手筒花火約250本が放揚され、躍動の炎、感
動の余韻が見る人々の心を捕らえる。 



磐田市掛塚で、毎年10月に行われる貴船神
社例祭には、御輿渡御や浦安の舞が行われ、
９ヶ町より豪華絢爛な屋台曳き廻しが行わ
れる。 

小國・天宮神社の十二段舞楽とあわせ国の重
要無形民俗文化財に指定されている天王祭の
八段舞楽。蟷螂（カマキリ）の舞は昆虫のかぶ
りものをつけて舞う全国的にみても貴重な舞。 

天宝元年、勅使が奉幣したときに舞ったのが始まりだ
と伝えられています。江戸時代には鈴木左近家が代々
指南役として栽量し、現在は「遠江国一宮小國神社古
式舞楽保存会」が保存伝承に努めています。昭和57年
文化庁より「重要無形民俗文化財」に指定されました。 

平安末期～鎌倉初期に伝えられ、江戸時代か
ら一宮大祢宜の鈴木左近家が代々舞楽師匠方
として、明治以降は氏子有志が楽人兼師匠方
として努めるようになりました。十二の舞か
ら構成され、国の重要無形民俗文化財に指定
されています。例大祭で、舞が奉納されます。 

三方原合戦の戦死者の供養や初盆の
供養として行われている。 
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国指定重要無形民俗文化財。  
行事はすべて旧暦でおこなわれ、初日
は旧一月一日に別当が正月の“男木飾
り”を庭に飾ることからはじまります。 

例
年
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に
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倉
神
社
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施
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重要無形民俗文化財。
三河三観音の一つで
ある田峯観音に伝わ
る民俗芸能。昼・
夜・朝田楽からなり、
１年の農作業のあら
ましを模擬的に行い、
夜半まで盛大に繰り
広げられる。 

国指定重要無形民俗文化財。 
大松明と若者のもみあいが豪壮。 

国指定重要無形民俗文化財。 
松明の火を乱打する鬼の舞が豪快。 

三河３田楽の一つ。村の繁栄と悪霊鎮魂、
五穀豊穣（ほうじょう）を祈って奉納する。 



毎年旧歴８月10日の直前の土、日曜日
にかけて行われる国指定重要無形民俗
文化財。サラシと腰蓑（こしみの）を身
に付けた裸姿の男達が乱舞することか
ら、「裸祭」と呼ばれています。 

毎年１月18日、遠州・三河・信州の各地
から修行僧が集り火伏せの行が行われま
す。立ち上がる炎の中、参加者が次々と
護摩壇を渡って一年の願をかけます。 

【大鹿歌舞伎】230年余伝承される地芝居で定期公
演は神社の回り舞台で演じられる。 
国選択無形民俗文化財。 
【下條歌舞伎】村の伝統芸能として300年近い歴史
を持ち、無形民俗文化財に指定されている。 
明治期に、若い愛好者によって各地区に広まり競
って上演されたり、他町村にも招かれ名声を高めた。 
【平谷歌舞伎】街道の宿場町として栄える中で、
江戸時代に村の若衆たちが旅芸人から学び、地芝
居として定着したとされる「平谷歌舞伎」は、現在
でも「珍珍幕府～秋の陣」で上演され、大変好評。 

県指定無形民俗文化財。 
横尾・白岩地区に江戸時代より連綿と伝
えられ、毎年公演されている農村歌舞伎。 

大宮諏訪神社の式年祭礼に合わせて７年に１度行われ、
大勢の人がまちをねり歩くことからそう呼ばれるお祭
りです。大名行列や東野の大獅子舞など、伝統を受け
継いだ出し物は豪華絢爛なんとも賑やかで、見ごたえ
たっぷりです。 

伊那谷には人形浄瑠璃四座（今田、早稲田、古田、黒田）
がある。このうち今田座・黒田座の二座が、約三百年も
の間、飯田市の地元保存会にて伝統芸を継承している。 
 
【今田人形浄瑠璃】約300年前から伝わる人形芝居。宝永
元年（1704年）、氏神様（大宮八幡社）のお祭りを賑やかに
するために操り始めた人形浄瑠璃。現在、地元の保存会
により伝承されている。国の選択無形民俗文化財に指定
されている。 
 
 

 
【黒田人形浄瑠璃】浄瑠璃を語る「太夫」と伴奏をす
る「三味線」、人形を操る「人形遣い」の三業で演じ
る人形劇。天保11年に建てられた人形浄瑠璃専門
の舞台で、毎年奉納上演が行われる。人形浄瑠璃・
専用舞台ともに国の重要有形民族文化財に指定さ
れている。 
 



天竜川 

標高差を活かした山上げ農業 

洋蘭の山上げ 

アルプスみかん 

洋蘭の山上げ 





（とぴあ浜松農協管内） 

浜松市北区 
三方原町 

森町 



 
※現在出荷されるものは食品衛生上、軒ではなく屋内で吊されて
います。 

 
※その他、豊根産の金山味噌を使ったパンもあります。 
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東海テレビ放送「ぴーかんテレビ」の特集
「東海三県対抗！具だくサンドイッチ選手
権」で優勝した東栄町の主婦グループ、三
健会が考案した東栄町の新名物。 
東栄町で採れた野菜と東栄チキン、五平餅
のお米と味噌の素敵な組み合わせ！ 

渥美半島の国道42号・259号に沿うように、21
のお店がそれぞれの技とアイデアを結集したど
んぶりを提供しています。 
「どんぶり街道スタンプラリー」は、観光も楽し
みながら、地元の自慢丼が食べられます。 

ご飯の上にキャベツの千切りと特製ソー
スにくぐらせたとんかつがのったかつ丼。 

おいしくて、たっぷりな
コラーゲンと、たっぷり
な繊維質がうれしいご当
地どんぶりです。7つの
お店でそれぞれの味が楽
しめます。 

御前崎港で捕れたシイラ（マヒマヒ）
を使い、市内10店舗がそれぞれ工夫
を凝らして提供しています。 

江戸時代、袋井宿で旅人に供されたもてなし料
理です。新撰組局長「近藤　勇」がこよなく愛
したといわれるこの「たまごふわふわ」を、数
百年のときを経て再現しました。 

東栄 

東三河 

豊川 

東三河 

袋井 

遠州 

御前崎 

遠州 

田原 

東三河 

松川 

南信州 

駒ヶ根 

南信州 

豊川稲荷の門前はいなり寿司発祥の地といわれ
ており、オーソドックスなタイプから、アイデ
ア勝負の創作いなりまでさまざまです。現在市
を挙げてブランド化に取り組んでいます。 
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●アクセスガイド●● 

袋井市 掛川市 

森町 

浜松市 

豊橋市 
豊橋駅 

東海道本線 

新東名高速道路 

三遠南信自動車道 

東名高速道路 

東海道新幹線 

浜松駅 

湖西市 

新城市 

設楽町 

豊根村 

東栄町 

根羽村 

売木村 

天龍村 

阿南町 平谷村 

下條村 

泰阜村 

喬木村 

豊丘村 
飯田市 

阿智村 

中川村 

大鹿村 

高森町 

松川町 

飯島町 

駒ヶ根市 

豊川市 

蒲郡市 

田原市 

御前崎市 

菊川市 

牧之原市 

磐田市 

引佐JCT.三ヶ日JCT.

引佐北I.C.

浜松I.C.

磐田I.C.
袋井I.C.

掛川I.C.

菊川I.C.

音羽蒲郡I.C.

鳳来I.C.

豊川I.C.

浜松西I.C.

三ヶ日I.C.

東栄I.C.

程野I.C.

喬木I.C.

佐久間I.C.

天龍峡I.C.

飯田東I.C.

地域振興I.C.

東三河 

遠州 

南信州 

供用区間 工事区間 整備計画区間 

相良牧之原I.C.

引佐I.C.

飯田山本I.C.
中央自動車道 

松川I.C.

園原I.C.

駒ヶ根I.C.

JR飯田線 

※I.C名及びJCT名は供用区間を除き全て仮称 

■凡例 

■ 

■ 

■ 

（三遠南信自動車道は平成21年7月現在の状況） 

■ 東三河 
■ 遠　州 
■ 南信州 



●三遠南信サミットの開催（平成５年度から毎年開催） 
●三遠南信地域連携ビジョンの策定 
●三遠南信地域連携ビジョン推進会議（SENA）の発足 
●地域連携・交流事業の推進 
●三遠南信地域情報の受発信 

■道州制や国土形成計画など県境を越える地域づくり制度へのアピール 
■経済活動のグローバル化に対応した県境を越える産業競争力の強化 
■市町村合併による地域構造の変化に対応した広域行政の推進 
■地域連携活動の相乗効果の発揮 
■県境を越えた社会基盤を活かした地域づくり 

これまでの主な取り組み 今後の取り組み 

三遠南信地域連携ビジョン推進会議（通称SENA）は、三遠南信地域の地域振興の指針であ
る「三遠南信地域連携ビジョン」を推進するための組織として平成20年11月に立ち上げら
れました。 
SENAは、三遠南信地域内の市町村、商工会議所・商工会等で構成されています。 

三遠南信地域連携ビジョン推進会議のご紹介 

エリア 市町村名 組織／担当課 TEL ＵＲＬ 

豊 橋 市  

豊 川 市  

蒲 郡 市  

新 城 市  

田 原 市  

設 楽 町  

東 栄 町  

豊 根 村  

浜 松 市  

磐 田 市  

袋 井 市  

湖 西 市  

森 町  

掛 川 市  

菊 川 市  

御前崎市 

牧之原市 

飯 田 市  

松 川 町  

高 森 町  

阿 南 町  

阿 智 村  

平 谷 村  

根 羽 村  

下 條 村  

売 木 村  

天 龍 村  

泰 阜 村  

喬 木 村  

豊 丘 村  

大 鹿 村  

駒ヶ根市 

0532-54-1484

0533-89-2206

0533-68-2526

0536-32-0022

0531-23-3516

0536-62-1000

0536-76-1812

0536-87-2525

053-452-1634

0538-33-1222

0538-44-3156

053-576-1230

0538-85-6319

0120-70-8080

0537-35-0937

0548-63-2001

0548-53-2623

0265-22-4851

0265-34-7066

0265-35-9405

0260-22-4053

0265-43-2220

0265-48-2211

0265-49-2111

0265-27-2311

0260-28-2311

0260-32-2001

0260-26-2111

0265-33-2001

0265-34-2520

0265-39-2001

0265-81-7700
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